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　2001年、アフガニスタンのバーミヤン大仏が破壊されたことは、

世界に大きな衝撃を与えました。さらに近年、中東各地で文化遺産

の意図的破壊が繰り返されるなか、紛争や自然災害によって深刻な

被害を受けた文化遺産の復元に向けた取り組みが注目を集めていま

す。アフガニスタン政府も 2016 年に開催された第 40回世界遺産委

員会において、バーミヤン大仏の再建に向けた意志を明確にしてい

ます。

　しかしながら、破壊された文化遺産の復元は今なおその是非につ

いて議論の別れる課題です。復元された文化遺産が果たして歴史的

な事実を踏まえたものか、復元にあたってはどのような倫理基準を

適用すべきなのか、あるいは再建された遺産を地域社会はどのよう

に受け止めるのか、など多方面からの検討が必要になるからです。

　本シンポジウムでは、それに先立って東京藝術大学で開催される

非公開の「大仏再建に関する国際専門家会議」（2017年 9 月27日〜

29日）での討論内容を踏まえ、具体的なバーミヤン大仏の再建案を

公開すると同時に、バーミヤン遺跡と大仏、そしてアフガニスタンの

将来について考える機会としたいと思います。

国際シンポジウム　

バーミヤン遺跡と

大仏の将来

開催趣旨

日時：平成29年9月30日（土）

会場：東京藝術大学音楽学部4号館第6ホール

お問い合わせ

参加申し込み先

※日英同時通訳あり ※参加費無料・定員200名 ※参加には必ず事前の申し込みが必要です。参加ご希望の方は、申し込み用紙にご記入の上、

下記申し込み先までお送りください。［申込用紙ダウンロード先］ https://www.eurasia-geidai.org/single-post/bamiyanfuture
※応募者多数の場合は抽選とさせていただきます。あらかじめご了承ください。

※公式ホームページ（英語）https://bamiyanfuture.com

13：00～17：30
（開場12：00）

https://www.eurasia-geidai.org/single-post/bamiyanfuture
https://bamiyanfuture.com


PROGRAM

開会挨拶

第 1部 第 2 部

13:00-13:30
東京藝術大学、外務省、文化庁、アフガニスタン・イスラム共和国情報文化省、ユネスコ

13:30-14:30《基調講演》 
「アフガニスタンの文化遺産を護って50年」

前田耕作（東京藝術大学客員教授）

14:30-14:40《休憩》

14:40-15:00 
「大仏再建に関する国際専門家会議（2017年 9月27日〜29日開催）報告」

長岡正哲（ユネスコ・カブール事務所 文化部主任）

15:00-15:20 
「大仏復元についてのアフガニスタン政府の立場」

ムハンマド・ラスル・バワリ（アフガニスタン情報文化大臣）

15:20-15:30《休憩》
15:30-17:30

《パネルディスカッション》バーミヤン大仏の将来 
［モデレーター］ 山内和也（帝京大学文化財研究所教授） 

［ パネリスト］ タヒル・ズハイール（バーミヤン州知事）

 デボラ・クリムバーグ＝ソルター（ウィーン大学名誉教授）

 マイケル・ペツェット（イコモス名誉会長）

 マイケル・ヤンセン（オマーン・ドイツ工科大学教授）

【東京藝術大学】

〒 110 - 8714 東京都台東区上野公園 12-8  
Tel : 050-5525-2013

JR 上野駅（公園口）・鶯谷駅下車徒歩 10分 

地下鉄 銀座線・日比谷線上野駅下車徒歩 15分

　　　　　 千代田線根津駅下車徒歩 10分 

京成電鉄 京成上野駅下車徒歩 15分 
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